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GlobalXpander Tokyoの概要

GlobalXpander Tokyoは、東京と開発途上国を繋ぎ、新たな時代を切り拓くスタートアップを応援する事業です。

GlobalXpander Tokyoでは、開発途上国への事業展開を目指す都内スタートアップを対象として、海外展開に必要な検

証の実施支援を行うとともに、コンサルタントによる伴走支援等を提供いたします。

開発途上国を対象とした
海外展開に向けた検証事業



事業内容

事業概要

GlobalXpander Tokyoは、都内スタートアップに対し、開発途上国への海外展開前の計画策定、検証

実施等をサポートする事業です。

➢ 期間：2024年1月～2025年3月

事業の特徴

✓ 採択企業毎にスタートアップ支援の経験を有するコンサルタント・ベンチャーキャピタルが伴走支援を行い

ます。また、税制・法務等の情報取集では適宜専門家を紹介し、包括的な支援を実施します。

✓ コンサルタントや専門家からのフィードバックを通じ、社会課題解決とビジネス化の視点も踏まえた事業・

渡航計画の策定を支援します。

✓ 手続きや各種計画書を簡素化を目指し、資金使途に柔軟性を持たせ、効果的な検証の実施を目

指します。

✓ 本事業を通じて、連携機関等の運営する多様な業種・属性のコミュニティと協力し、企業・団体間の

情報共有や連携ができる支援機構（オンラインコミュニティ・情報プラットフォーム）を構築します。

対象とするスタートアップ

✓ 開発途上国への海外展開を志し、近い将来、対象国での事業開始を計画しているスタートアップ

✓ 革新的なアイデアに基づくビジネスモデルにより、新たなビジネス領域で成功し、急速に成長することを

志向するスタートアップ

✓ 創業（第二創業含む）後、10年以内の都内の法人（支店、営業所等の都内に事業所を有する

事業者を含む）



重点分野

都内スタートアップ等による、基礎的ニーズ分野（保健、教育、食・農業、ジェンダー等）、都市課題分野

（交通、防犯、金融、通信・デジタル化等）、環境分野（水、気候変動、環境保全等）といった分野

を優先しますが、他の分野も応募可能です。

対象となる事業フェーズ

本事業は、開発途上国を対象とした検証の実施（フィージビリティ・スタディ）を行うものであり、 初期仮

説立案、ニーズ調査、詳細調査（検証）、パートナー開拓のフェーズを対象とします。

海外展開ステップ

初期仮説
立案

ニーズ調査
詳細調査

(検証)

パートナー

開拓

実装・

拡大

海外展開に

向けた検討

開始 本事業の主対象範囲

事業を実施する対象国

Development Assistance Committee（DAC）のOfficial Development Assistance （ODA：政府

開発援助）の受取国リスト（2022-2023 年度版）に記載のある国・地域を対象とします。
参考：DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf (oecd.org)

調査及び検証を実施する地域は、外務省が公表する危険情報においてレベル１以下の地域とします。
参考：海外安全ホームページ: 海外安全情報 地図からの選択 (mofa.go.jp)

事業内容

https://www.oecd.org/dac/financing-sustainable-development/development-finance-standards/DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf
https://www.oecd.org/dac/financing-sustainable-development/development-finance-standards/DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf
https://www.anzen.mofa.go.jp/riskmap/index.html


10件程度・1件1,200万円（税別）

採択件数・上限額

契約形態

採択企業（以下、 企業） は GlobalXpander Tokyo運営事務局と業務委託契約を結び、コンセプト

検証の実施を含む本事業を実施します。

※ 本事業を通じた検証の成果・知的財産等は企業に所属します。

※ 東京都からの委託、及びGlobalXpander Tokyo運営事務局が事務局として実施する業務の企業への委託ではありま

せん。

事業内容



事業実施内容

企業は2024年 1月 から 2025年 3月末にかけて、 以下の内容を実施します。

• DACのODA受取国リスト（2022ー2023 年度版）並びに、外務省が公表する危険情報においてレベ

ル１以下の地域を対象に本事業を実施します。

➢ 参考：DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf (oecd.org)

➢ 参考：海外安全ホームページ: 海外安全情報 地図からの選択 (mofa.go.jp)

• 事業の実施にあたっては業務計画書の作成を行い、検証項目・分析方法を定めた上で実施します。

• 選定した対象国への現地調査を企画・実行します （現地調査期間および渡航回数については、提

案書にてご提案下さい）。

• 実施した事業・検証に関して報告書を作成します。

• 2025年3月に実施を予定している成果報告会に参加 ・ 登壇していただき、本事業のとりまとめ結果を

報告します。

• 本事業の実施期間中は、 GlobalXpander Tokyo運営事務局と週次や隔週で定例打合せを実施

し 、進捗状況等の報告を行います。

• 精算に向けて請求書を作成・提出します。使用用途に不明点がある場合は、契約書や領収書等の

証憑の確認を行う事があるため、関連書類は適切に保存してください。

事業内容

https://www.oecd.org/dac/financing-sustainable-development/development-finance-standards/DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf
https://www.oecd.org/dac/financing-sustainable-development/development-finance-standards/DAC-List-of-ODA-Recipients-for-reporting-2022-23-flows.pdf
https://www.anzen.mofa.go.jp/riskmap/index.html


支援内容①：コンサルタントによる伴走支援の実施

監査法人トーマツ 及びDouble Feather Partners Inc.（DFP）は進捗確認や事務手続き等の支援を行

います。

また、上記に加えて、ハンズオンの伴走支援（例として、 対象国選定に関する助言、当該案件の事業内

容に応じてデスクトップ調査の実施、検証実施の支援、現地渡航の同行等）を実施します。

その他、進出に影響する法律や規制、税制面等の基礎情報収集については、適宜専門家等を紹介し、

包括的な支援を行います。

支援内容②：支援機構の構築

スタートアップの途上国進出を促進に寄与するために、オンラインをベースとした支援機構（オンラインコミュニ

ティ・情報プラットフォーム）を構築します。

国内外の多様な主体（企業、VC/CVC/アクセラレーター、国際・政府機関、NGO、大学、金融機関

等）を巻き込み、スタートアップのニーズに応じた情報や企業・団体・人とのマッチング支援を通じて進出を

促進します。

事業内容



事業スケジュール（予定）

※1 スケジュールは変更になる可能性があります。

※2 成果報告会（2025年3月を予定）についても、原則参加をお願いしています。

2023年 2024年 2025年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

支援機構の構築・
運営

◼ 構築～運営

FS・検証実施

◼ FS・渡航計画
策定

◼ 現地渡航

◼ 伴走支援

構築

作成

運営

渡航

フォロー

参加SUの

募集開始

渡航期間

開始

成果

報告会

渡航期間

終了

提出

メンタリング
ヒアリング・

専門家面談

参加SU

決定

事業内容



応募資格

応募資格

⚫ 東京都内の法人であること（都内に支店、営業所等の事業所を有する事業者を含む）

⚫ 創業（第二創業を含む）から10年以内の独立した企業で、非上場企業であること

⚫ 大企業*との資本比率関係が50%未満の企業であること

⚫ 対象希望国において、検証対象の製品・サービス・技術と同じ製品・サービス・技術の調査を公的補助やアクセ

ラレーションプログラムを活用して実施していないこと。また、本事業と重複してそのような調査を実施する予定が

ないこと

⚫ 原則として成果報告会に参加できること

⚫ 一次審査を通過した場合、オンライン面接審査に参加できること

⚫ 事業成果把握のために、事務局への成果報告、ヒアリング等に対応できること

⚫ 以下の場合には、審査の対象外とさせていただきますので、ご了承ください

• 応募者が法令等もしくは公序良俗に違反し、又はそのおそれがある場合

• 応募内容に不備がある場合

• 応募者が応募に際し虚偽の情報を記載し、その他運営事務局に対して虚偽の申告を行った場合

• 反社会的勢力またはそれに関わるものとの関与がある場合

• 過去に国・都道府県・区市町村等が実施する事業に関して、不正等の事故を起こしている場合

• 連鎖販売取引、ネガティブ・オプション（送り付け商法）、催眠商法、霊感商法など公的資金の支援

先として適切でないと判断する業態を営むものである場合

※大企業とは資本金・従業員数が中小企業の定義から超過している企業を指します

参考：中小企業庁：「中小企業・小規模企業者の定義」 (meti.go.jp)

https://www.chusho.meti.go.jp/soshiki/teigi.html


応募方法

応募方法

提出書類

以下の提出書類をご準備の上、GlobalXpander TokyoのWEBページから応募様式をダウンロードし、必要事項

を記入してください。なお、資料は全て日本語で提出し、補足資料として添付資料がある場合は合わせてご準備

ください。また、企業ロゴの提出をお願いいたします。

◼ 応募様式（Excel形式）

◼ 補足資料（PPT・PDF形式、提出は任意です）

◼ 企業ロゴ（PNG形式 、最小600x600px）

提出方法

本事業応募受付用メールアドレス宛に提出書類を送付してください。 提出書類の持ち込み、郵送は受け付けま

せん。

応募受付用メール：globalxpander_tokyo@tohmatsu.co.jp

なお、書類の到着確認後、事務局から受信確認のメールを送付いたします。提出後２営業日が経過しても連絡

がない場合には、恐れ入りますが、事務局宛にご連絡ください。

応募期限

2023年11月30日（木）午後5時締切



審査・採択

審査スケジュール（予定）

⚫ 審査：一次審査（書類審査） 2023年12月下旬

二次審査（オンライン面接審査）2024年1月9日（火）、10日（水）、11日（木）

※一次審査を通過した企業に対して、外部審査員によるオンライン面接審査を実施します。オンライン

面接審査の日程は、一次審査通過企業へお知らせします。

⚫ 一次審査結果通知：2023年12月下旬（予定）

採択企業数

10社程度



審査・採択

審査

審査基準に基づき、外部専門家により構成する審査委員会において審査・採択を行います。

採択されたスタートアップについては、運営事務局のホームページにおいて公表します。また、応募者全員に対し、

運営事務局から結果の通知を行います。

審査項目 採点基準

海外展開の実現性が高いか
◼ 革新性や比較優位性を有する製品やサービスを有しているか

◼ 適切な事業実施体制（人数、専門性、体制、企業資本）を有しているか 等

製品やサービスの成長性は

高いか

◼ 対象希望国の市場規模や経済環境からSUの成長が見込まれるか

◼ 本事業で達成したい、ビジネス化を念頭に置いた海外展開ステップの進度は妥当か（本事

業後の資金計画を含む）等

本事業による支援意義は

大きいか

◼ 対象希望国における対象課題の解決を支援するニーズは高いか

◼ 提案されている製品・サービスは、対象課題の解決に貢献できる蓋然性が高いか 等



１．
応募者情報

① 社名
② 代表者名
③ 住所
④ 創業年月日
⑤ 資本金
⑥ 売上金
⑦ 大企業（事業会社）の資本比率
⑧ 資金調達ラウンド
⑨ 業種
⑩ WEBサイトURL
⑪ 担当者名
⑫ 担当者電話番号
⑬ 担当者メールアドレス
⑭ 資格要件の確認
⑮ 企業としての海外進出状況
⑯ 申し込み経緯
⑰ 個人情報取り扱い可否
⑱ セミナー等の案内可否

２．
提案製品・
技術・サー
ビス

① 分野
② 提案製品・技術・サービス名
③ 提案製品・技術・サービスの概要
④ 提案製品・技術・サービスの販売・導入実績・販

売額、または基礎技術開発状況
⑤ 提案製品・技術・サービスの革新性及び競合他社

と比較した際の優位性に関する説明（特許取得の
有無を含む）

⑥ 提案製品・技術・サービスの補足資料
⑦ 提案製品・技術・サービスのアクセラや公的補助

活用の実績（提案対象国以外も含む）、コンペ等
の実績

応募様式に入力等いただく内容は以下の通りです。

３．
FS計画

① 応募動機
② 事業対象希望国
③ 事業対象国の選定理由
④ 事業対象国で想定する社会課題
⑤ 提案製品・技術・サービスは上記社会課題の解決

にどのように貢献するか
⑥ 本事業で達成したいこと
⑦ 調査・検証項目と具体的な実施方法
⑧ 実施スケジュール
⑨ 事業実施経費の概算見積
⑩ 事業実施後の計画・展望
⑪ その他、想定する課題やリスクなど、特筆すべき

事項
⑫ 事業及び検証を行う地域は外務省の定める危険地

域情報レベル１を超えていない事の確認

４．
実施体制

① 海外展開の実施体制や、本事業を実施する際の人
員体制

② 代表者及び検証参加主要メンバーの経歴・業務経
験（海外経験を含む）

応募様式

審査・採択



留意事項

⚫ ご提供いただく応募情報は、東京都及び運営事務局から事業協力者（以下、「協力者」という。）に対して本事

業に必要な範囲にて利用、共有されます。また、応募情報を事前の承認なく、協力者以外の第三者に提供するこ

とはありません。

⚫ 審査経過、審査結果に関するお問い合わせには応じられません。

⚫ 事業参加者として不適切であると都が判断した場合には、事業の参加を途中で辞退いただく場合があります。

⚫ 本事業の審査及び選定は都が判断し決定します。

⚫ 応募前に本事業のWebページに掲載しているQ&A（よくある質問と回答）をご確認ください。



お問合せ先
GlobalXpander Tokyo運営事務局（有限責任監査法人トーマツ）

E-mail: globalxpander_tokyo@tohmatsu.co.jp


